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　2020年開校予定であった 「I.O.R. Get Arrived School 第5期」 
開催のお知らせです。
　I.O.R.発足以来15年間で95回の学会発表、15編の海外ジャーナル
での論文発表を行って参りました。我々歯科医師は日々の臨床の中から
多くの疑問が生まれることと思います。新たな治療技術を習得するに
あたり、その裏付けが必要な場面が多いと思います。 目先だけの治療
技術を学ぶのではなく、科学的な視点でそれらを検証する姿勢を養って
みませんか。きっと、臨床に対する考え方に変化が生まれると思います。
　本Schoolは処置の裏付けをみつける第一歩となる論文抄読を
毎回行い、インプラント埋入・インプラント外科（基本処置や骨造成
など）、インプラント補綴のカテゴリーに分け、先生方と一緒に学んで
いきます。各回の受講で先生方はその「カギ」を手に入れることができ
ます。その「カギ」は患者さんにとって多くの恩恵をもたらすと確信
しております。 I.O.R.主宰  竹下  賢仁

10名定　員

下顎臼歯部インプラント治療の経験がある先生
科学的な視点でインプラント治療を学びたい先生
学会などで発表したいと考えている先生

対　象

分割支払
制度あり
（2回）

会　員 ： 570,000円
一　般 ： 650,000円

GAS再受講 ： 330,000円受講費

＊上記金額は実習材料費（￥330,000)・テキスト代・
  昼食費・消費税含む

Institute for Oral Reconstruction主　催

お申込み・お問合せ先

講師陣

＊ 前年の受講生がチューターとなり、先生方の実習や論文抄録・口頭発表の準備のサポートを致します。

I.O.R. Get Arrived School を受講して
私はこれまで多くのコースを受講してきましたが、すばらしい成功症例を供覧するとい
うものが大半でした。しかしそんなケースは実際の臨床ではほとんどなく、その通りに
やってもうまくいかずに試行錯誤しているというのが現実ではないでしょうか。GASは
大きく違いました。自分が壁にぶつかったとき、どのように考え、どのように論文を検索
して読み、どのように解決するのか。その思考過程を学びます。講師の先生はあえて自
分の上手くいかなかった症例の考察を通して、受講生にその過程を共有させてくれます。
これは非常に勉強になると同時に、失敗したときのリカバリーこそが本当に知識と技術
が必要であると痛感しました。
　更にGASでは最後に自身のケースやリサーチを発表する機会があります。その過程
はかなり大変ですが、かけがえのない経験になります。これからGASを受講する先生は、
ただ受け身の姿勢だけではなく、自身の疑問や日々の診療での問題点を講師の先生に
ぶつけて、受講生全員で考察する機会にしていただければと思います。その過程を皆で
共有できればGASはとても有意義な場となると思います。

GAS3期　三橋憲司

自身の臨床や日々の疑問を振り返り、自らが検証し、発表する姿勢を養う場

プレスクール（ZOOM開催）
• 文献検索法、論文抄読法、口頭発表スライド作成法についての 
 解説

第 1.5 回
2023

6/14
19 : 3 0~21 : 0 0

第 2 回
2023

6/25
9 : 3 0 ~ 1 6 : 0 0

第 3 回
2023

7/23
9 : 3 0 ~ 1 6 : 0 0

第 4 回
2023

9/10
9 : 3 0 ~ 1 6 : 0 0

第 5 回
2023

10/22
9 : 3 0 ~ 1 6 : 0 0

第 6 回
2023

11/19
9 : 3 0 ~ 1 6 : 0 0

第 7 回
2023

12/17
9 : 3 0 ~ 1 6 : 0 0

水

日

日

日

日

日

日

科学的な視点から取り組むインプラント治療
• 学術１・・・臨床研究の考え方
• 学術２・・・論文抄読のやり方
• 診断・計画１・・・インプラント治療に必要な解剖学
• 診断・計画２・・・有病者に対するインプラント治療の注意点
• 診断・計画３・・・治療計画立案（患者さんとのディカッション）
• インプラント外科１・・・切開縫合
• インプラント外科２・・・ソケットプリザベーション
• 論文抄読１

第 1 回
2023

5/28
9 : 3 0 ~ 1 6 : 0 0

日

身につけたいインプラント治療の基本的な考え方

成功に導くインプラント埋入手技

インプラント外科の骨造成法

上部構造の戦略（臼歯部インプラント補綴ワークフロー）

上部構造の戦略（前歯部インプラント補綴ワークフロー）とメンテナンス

口頭発表の仕方と質疑応答の勘所

• 診断・計画４・・・治療計画立案（CTレントゲン画像から何を読影すべきか）
• 診断・計画５・・・アストラテックインプラントシステムBMCがもたらすもの
• インプラント外科３・・・初期固定と初期安定性（埋入トルクの考え方）
• インプラント外科４・・・下顎大臼歯インプラント埋入
• インプラント外科５・・・ガイド手術
• インプラント補綴１・・・粘膜貫通部・アバットメント再考
• 論文抄読２

• インプラント外科５・・・上顎前歯部インプラント埋入
• インプラント外科６・・・抜歯即時インプラント埋入
• インプラント外科７・・・骨造成を回避するインプラント埋入
• 論文抄読３

• 診断・計画６・・・骨補填材について
• インプラント外科８・・・ソケットリフト・サイナスリフト
• インプラント外科９・・・ブロック骨移植とメンブレンテクニック
• 論文抄読４

• インプラント補綴２・・・ 臼歯部インプラント補綴における
   デジタル印象・アナログ印象

• インプラント補綴３・・・セメント固定式・スクリュー固定式
• インプラント補綴４・・・多数歯欠損に対するインプラント補綴
• インプラント補綴５・・・プライムスキャン臨床活用法
  　　　　　　（天然歯・インプラント）

• 論文抄読５

• インプラント補綴６・・・前歯部インプラント補綴におけるプロビジョナル製作法
• インプラント補綴７・・・前歯部インプラント補綴におけるデジタル印象・
   アナログ印象

• インプラント補綴８・・・上部構造マテリアルについて
• インプラント補綴9・・・デンツプライシロナCAD/CAMアバットメント設計（AWO）
• メンテナンス１・・・インプラント周囲炎（病態と処置法）
• 論文抄読６

• 学術３・・・抄録作成
• 学術４・・・スライド作成
• 学術５・・・口頭発表
　

参加お申込専用QR
アプリなどで読み込み、
専用ページか参加者情報を
ご入力ください。       iorgas2016@gmail.com

お問い合わせは       Emailにてご連絡をお願いいたします。

QRコードを読み込めない方はこちらにアクセスしてください。
https://cvent.me/g7Rn5o

「@dentsplysirona.com」からのメールを
受信できるよう、ドメイン設定を解除してい
ただくか、受信リストに加えていただきます
よう、お願い申し上げます。

ドメイン設定（受信拒否設定）を
されているお客様へのお願い

※予告なしに内容が変更となる場合があります
    ので、予めご了承ください。

CA_IORGAS2023

※最後の文字「o」はアルファベット小文字「オー」

たけした歯科 3階 研修ルーム   
東京都練馬区南田中3-1-12

会　場 第1回    第2回    第3回    第4回 第5回    第6回    第7回

※第5回～第7回は都内某所に変更となる場合があります。


